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. 投稿 者 は 全員 日 本 放射 線 腫 瘍 学 
. 投稿 論文 の 採否 , 掲載 の 順序 は 編集 委員 会 が 決定 


原稿 の 用 


1 論文 に つい て 3 4 個 の 用 


し , 下記 の 項目 に 該当 する 
の も の と する . 

a) 原著 論文 : 独自 性 の ある 目的 ・ 方 法 ・ 結 果 ・ 
察 ・ 結 論 の 明らか な も の 
) 特別 寄稿 : 編集 委員 会 より の 依頼 に よる 

2 掲載 論文 に 対す る 意見 と 回 答 
(和文 800 字 以 内 ) 

会 正会員 に 限る . 


も の で , 他 誌 に 未 発表 


する 査読 に より を 決定 す 
原則 と し て 原稿 採択 順に 従う . 
は 優先 する 


る . 掲載 順序 は 
た だ し , 特別 掲載 


.。 原稿 の 長 さ は お よそ 下記 の 限度 と し 和文 原稿 に は 


和文 要旨 , 英文 表題 , 英文 要旨 を , 英文 原稿 に は 
英文 要旨 和文 表題 , 和文 要旨 及び , 和文 の 氏名 
所 属 を 添付 する こと . 和文 原稿 の 場合 は 図表 の 説 
明 は 英文 で する こと 
論文 の 制限 数 : 
I ) 和文 400 字 詰 40 枚 以 内 (ワー ド プ ロ セ ッ サ ー 
を 用 いる 場合 , 横書き 20 字 20 行 と する ) 
1) 英文 A4 判 タ イプ 用 紙 ダ ブル スペ ー ス 1 行 60 
We 21 行 30 枚 以内 

II) 共に 表題 , 図表 , 写真 を 
受付 日 と する 
中,。 固有 名 詞 は 原則 と し て 固有 の 文字 
を , また , 数 字 は すべ て 算 用 数 字 を 使用 し , 日 本 
語 化し た 外国 語 は 片仮名 で 書く こと . こ の 際 は 「 」 
は 不要 . 


但し 含む . 


。 量 の 単位 は , SI 単位 を 原則 と する . 


kg, g, I, ml, m, cm, Gy, Bq, Sv 


.。 原稿 は 横書き と し 新 仮名 遣い を 用 いる こと .。 説明 


な し に - - 般 的 で な い 略 語 は 使用 し な いこ 「- 表 
(キー ワー ド ) 


(英語 ) 及び ラン ニン グ タ イト ル を 添付 する こと . 


。 英文 は タイ プラ イタ ー で 記入 する こ 


挿画 , 曲線 等 は 必ず 白紙 又は 青 線 方 眼 紙 に 黒色 で 
清書 し , 直ちに 凸版 の 製作 が で きる よう に し て 送 
付 の こと . また 。 その 挿入 位置 を 原稿 に 記入 する 

図 , 表 , 写真 等 は すべ て 別紙 に 記入 又は 添付 し , 
本 文中 に 挿入 箇所 の み 指 定 す る こと . (図表 は BS 


。 本 誌 は 年 4 回 発行 する 


s 原稿 内 容 は 放射 線 腫 瘍 学 の 進歩 に 寄与 する も の と 14. 


15, 


16. 引用 文献 は 編 末 に 集め , 


・ 別刷 : 


. 原稿 は 書留 郵便 で 


また は A4 判 と する ) 

原稿 は 完全 な も の と し て 送付 する こ 
に お ける 加筆 補正 は 認め な い . 
し て 返却 し な い . 

原稿 は オリ ジ ナ ル の ほか に コピ ー3 部 を 添え て 提 
出す る こと 


と 。 校正 の 際 
掲載 原稿 は 原則 と 


引用 順に 記載 する . 雑誌 
名 の 略記 に つい て は , 和文 文献 は 日 本 医学 雑誌 略 
名 表 に , 外国 文献 に つい て は Index Medicus 所 載 
の も の に 従い 。 外国 文献 は 必ず タイ プ す る . 


雑誌 の 場合 一 引用 番号 . 筆頭 者 か ら 3 名, それ 
以上 は 他 , er aL と する 
論文 題名 。 誌 名 , 巻 : 頁 一 頁 , 発 
行 西 暦年 号 . 
単行 本 の 場合 一 引用 番号 . 筆頭 者 か ら 3 名 。 それ 
以上 は 他 , er aL と する . 
論文 題名 。 誌 名 , 編者 名 ( 版 数 ), 
発行 所 発行 西暦 年 号 頁 一 . 
記載 例 ) 
lI) 広瀬 千恵 子 , 竹 川 佳宏 : 食道 韻 の 放射 線 治 療 成 
績 . 日 医 放 会 誌 48: 191-201, 1988. 


Takai, Y., Sakamoto, K., Okada, S$.: Oxic and 
hypoxic cells in a murine squamous cell car- 
cinoma. Jpn. J. Cancer Res. 79: 523-528, 1988. 
Hall, E. J., Radiology for the Radiologist 3rd 
ed. Lipincott. 1988, pp 69-89. 
論文 掲載 料 : 料金 5.000 円 / 刷 り 上 が り 買 ( 和 
文 ・ 英 文 共 ). 

但し 専門 家 に よる 英文 修正 代 は 著者 負担 と する . 
(3000 円 / 枚 (原稿 ),, 但し 半額 学会 負担 ) 
特別 寄稿 及び 編集 者 へ の 手紙 は 無料 と する . 
特別 掲載 : 制限 枚数 

上 記 原 著 論 文 と 同じ . 

掲載 料金 10,000 円 (和文 ・ 英 文 共 ) / 刷 上 り 頁 
実費 . 投稿 と 同時 に 申し 込む こと 。 カラ ー 
写真 掲載 の 場合 , 印刷 実費 は 著者 負担 . 
トド 記 に 送付 の こと . 
〒 I3 東京 都 文京 区 本 郷 3-15-| 美 エ ビル 6 階 


換 メデ ィ カ ル サプライ ジャ パン 内 
日 本 放射 線 腫 瘍 学会 (JASTRO) 編集 委員 会 


| ※ 投 稿 原稿 と 朱書 し て くだ さい , | 
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編集 後記 ーーーー- 


JASTRO も 発足 後 5 年 を 経過 し 創世 期 は 過ぎ た 
| と 言え まし ょ う 。 本 年 の 仙台 に 診 け る 総会 後 , 規約 
! に より 学会 の 理事 , 評議 員 が 改選 され 編集 委員 長 が 
「 恒 元 先生 (放医研 ) か ら 大 川 先 生 (女子 医大 ) へ 一 
| 委員 長 が 母 里 先生 (東海 大 ) か ら 阿 部 先生 (東京 医 
| 大 ) へ , 又 編 集 委 員 も 若干 の 変更 が あり 体制 が 一 新 
i され まし た . 恒 元 , 母 里 両 先生 は JASTRO 誌 創 刊 以 
! 来 多 く の 問題 を 解決 され 学会 誌 の 運営 を 軌道 に 乗せ 
』 られ た 功績 は 誠に 大 き な も の が あり ます 。 ここ で 両 

先生 の 御 努 力 に 敬意 を 表し た いと 思い ます. 御 苦 労 


き て 新しい 編集 委員 会 に 引き 継が れ た 懸案 事項 も | 
いく つか あり ます 。 中 で も 問題 に な る の が 投稿 論文 
数 が 頭打ち で ある と 言う 事 で , いか に し た ら 投 稿 論 ! 
文 数 が 増え る か と 言う 議論 が 常に な きれ て いま す . 


学会 内 に 診 け る 出版 活動 は 学術 大 会 と 同様 に , 或 は | 


それ 以上 に 学会 の ACTIVITY を 反映 する も の と し 上 
て 位置 ず け られ る も の で , 現状 は 危機 的 と も 言え ま 」 
す . JASTRO 誌 へ の 投稿 が JASTRO を 発展 させ , ひ ! 
いて は 放射 線 腫 瘍 学 の 振興 に つなが る の で は な いで 上 
し ょ うか (築山 
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